
 

「第３回 AI手話翻訳ワークショップ」を開催しました。 

 

２０２５年７月２５日（金）に、当協議会の会員である（株）プロディライト様

にて、「第３回 AI手話翻訳ワークショップ（以下WS）」を開催しました。同ワ

ークショップには、対面で３１名、オンラインで１６名の合計４７名の参加があ

り、情報保障としては、（株）ミライロ様より手話通訳士２名を派遣頂きました。

同WSの第１部では、（株）プロディライト様より「バリアフリーなコミュニケ

ーションに向けて」、アイホン（株）様より「インターホンにおけるコミュニケ

ーション・バリアフリーへの取り組み」、電気通信大学様より「コミュニケーシ

ョン・バリアフリー事業の概要について」および東京大学様より「日本手話にお

ける文末指さしの基本パターンについて」をご講演頂きました。 

 

また、第２部では、（株）リコー様より「聞こえない人にもスポーツの臨場感を

～実況可視化が生む共生の形～」、パナソニック（株）様より「透明有機 EL デ

ィスプレイ（OLED）のご紹介」、大阪公立大学様より「局所領域と骨格情報に

基づく AI 技術を用いた手話単語の認識精度向上」、東京大学様より「東京大学

における授業「AI手話翻訳プロジェクト」のご紹介」、およびソフトバンク（株）

様より「SureTalk新機能のご紹介」に関するご講演やデモを実施して頂きまし

た。 

 

対面およびオンラインの参加者からは、「文字起こし機能付きのインターホンの

開発企画」や「Pekoeの利用実績」、さらに「自治体における ICT技術への取り

組み状況」など、AI を利用した手話翻訳に加えて、きこえない人やきこえにく

い人を支援する ICT 機器の選択肢の多様化に関する多くの要望や意見を頂きま

した。 

 



   

会場の様子（１）    会場の様子（２） 

 

当協議会では、今後もワークショップやシンポジウムなどの開催を通じて、きこ

えない人ときこえる人の双方が円滑なコミュニケーションが出来る社会基盤の

構築を推進するとともに、協議会の活動に賛同頂ける会員の募集に努めます。 

 

以上 


